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まちづくり行動計画

本計画は、地区の将来を見据え、各種団体間の連携のもと、地区の課題解決

に向け、概ね今後５年間に効果的・効率的なまちづくり活動を地区が一丸と

なって計画的に実施していくための指針です。

地区の目標とする将来像
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（一社）須津地区まちづくり協議会

四季折々の景色が楽しめる須津

川渓谷・大棚の滝

貴重なトンボが生息する釣り場公園

国指定浅間古墳を中心とした須

津古墳群

歴史ある多数の神社仏閣

富士山と新幹線、人気の撮影
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各地区の伝統的な祭り

野菜、果物の無人販売所が数

多く点在

岳鉄江尾駅でのイベント

健康寿命が長く、生きがいをもつアクティブシニアが活躍している。

隣近所とのかかわりをもち、支え合う意識を大切にしている。

一人暮らし高齢者等が孤立しないしくみが工夫され、機能している。

●

●

●

学校や町内会との連携をすすめ地域ぐるみで子どもを見守り育てている。

地域の良さを感じられるイベントが多くあり、のびのび遊べる公園や施設が充実

している。

祭典や防災訓練等中高生が大人と共に参加し活動している。

●
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●

●

●

●

防犯意識や規範意識が高く、犯罪や事故がない。

適切なごみ処理がなされ、きれいな環境が持続している。

交通手段が複数存在し、目的により使い分けることができる。

●

　
●
　

●

須津川渓谷から浮島沼釣り場公園にかけて、須津古墳群も含めた一元的な観光
整備が進み、来訪者が増えている。

異常気象による災害増加に備え、堤防や崖等の危険箇所の把握、整備ができて
いる。

荒廃農地、山林の活用や獣害対策に取り組んでいる。
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●
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●

●

●
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浅間古墳（増川） 富士梨（Ｍ梨園・川尻）
富士山と新幹線
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高齢者を取りまく環境について

子どもを取りまく環境について

生活環境について

自然環境について

コミュニティについて

福祉健康部門

実行部門

地域育成部門

防災部門

環境部門

安心安全部門
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下校見守り活動（町内会長会・福祉推進会・ＰＴＡ）

各種イベントにおける交通安全指導（協議会）

かけこみ１１０番のメンテナンス (ＰＴＡ)

防犯啓発活動（協議会）

青色パトロール（地域安全推進会）

桜ともみじの下草刈り 年２回（協議会）

須津川クリーン作戦（協議会）

釣り場公園管理整備（公園愛護会）

不法投棄監視（不法投棄監視パトロール隊）

千人塚古墳公園整備状況の説明要請（協議会）

地区防災会議開催（協議会）

総合防災訓練（町内会・自主防災会）

要援護者支援キットの普及（民児協・町内会）

古墳巡りスタンプラリー等（ふるさと愛好会・協議会）

読み聞かせの会（おとぎのへや）

新春コンサート ( 協議会 )

演奏指導・出前コンサート（須津ウィンドアンサンブル）

子どもパトロール（青少年指導員）

須津ふるさとまつり（協議会）

須津地区体育祭（体育部）

須津地区文化祭（文化部）

須津ふれあい遠足（協議会）

ラジオ体操教室（スポーツ推進委員）

●

●

●

●

●

住みよいまち、住み続けたいまち、「須津」をつくります

●

●

●

●

少子化、児童数の減少

異年齢の子どもが遊べる公園が少ない

子ども会活動の低下

小中高生が進んで参加する行事が少ない

人口の３５% が６５歳以上の高齢者

独居及び認知症を発症する高齢者の増加

いきいきサロンスタッフの高齢化

センター講座等男性高齢者の参加が少な

い

●

●

●

●

豪雨時の冠水防止が十分ではない

町内によりＬＥＤ街灯の普及に差がある

交通量が増え混雑する交差点がある

店舗場所の偏りで買い物に苦労

●

●

●

●

須津川渓谷の活用が不十分

鳥獣被害の増加

荒廃農地、山林の整備が進んでいない

須津の歴史・自然の魅力を十分発信でき

ていない

●

●

●

●

隣近所との関わりが減少

役員を積極的にやろうとしない

個人の生活重視から地域のためにという

意識が弱い

●

●

●

●

 
●
　

●
　

●
　

シルバーウィークふれあい
訪問（福祉推進会）

日常的な見守り活 動（民
児協・福祉推進会・町内会）

すべての町内にいきいきサ
ロン設置

社明運動まちづくり講演会
（保護司会・協議会）

●

　
●
　

 
●
　

いきいき福祉講 演会（福
祉推進会）

まちの小さな音楽会・ほっと
ひといき広場（民児協・福祉
推進会・おはなしの会トトロ）

学校の環境整備、授業へ
の 協 力（協 議 会・ふ るさ
と愛好会）

在宅高齢者が安心して暮らせるため福祉団体

等との連携した活動

子育て支援団体や学童保育との連携した活動

住民の福祉意識を高めるための情報提供

コミュニティスクールへの協力

子どもの登下校時の安全を守る

通学路の安全監視と危険箇所の改善

定期的な防犯活動

須津川の定期的な環境保全活動

浮島沼釣り場公園の管理整備活動

花壇等公園整備

千人塚古墳公園の早期実現をめざす運動

各町内自主防災会の活性化

災害時要援護者の支援活動

災害時の初期対応訓練

災害時の避難経路の設定整備

地域の歴史文化に親しみ誇りを育む活動

気軽に音楽や文学を楽しめる行事の開催

イベントへの小中校生の参加要請

ふるさと須津を実感できるイベントの実施

住民どうしの交流、連帯が図れるイベントの

企画

住民の評価を生かした内容の工夫
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